
 

■申込・参加要領  ： 当会ホームページからお申込みください。ＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mail からもお申込み頂けます。 
後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 

※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HP にてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 
※お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／民秋・川守田 E-mail:tamiaki@bri.or.jp 
 TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2 MFPR 麹町ビル 2Ｆ 

２０１９年 ７月２９日（月）１３：００～１７：００ 

企業研究会セミナールーム（東京：麹町） 

３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） 
税込・資料代含 

３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

191037-0202  内部統制報告制度における制度対応の「簡素化・最適化」 

樋口公認会計士事務所 公認会計士・ＣＩＡ・ＣＦＥ  樋口洋介 氏 
 
 

ご参加いただきたい方 

99 年横浜国立大学経営学部卒業、13 年ビジネス・ブレークスルー大学大学院経営学研究科修了（MBA）。

00 年に監査法人トーマツへ入所し、上場企業の財務諸表監査やリスクマネジメント業務に従事。06 年より現

職。「組織の機能不全の防止・発見・是正」を事業ドメインとして、上場企業を中心に、内部統制の整備・運用

支援、内部監査の整備・運用支援、不正調査業務を提供している。日本公認会計士協会ＩＴ委員会情報セキ

ュリティ対応専門委員。 

 

 

『内部統制報告制度』における 
制度対応の「簡素化・最適化」のための実践的方策 
～講師が現場レベルで直面した様々な課題とその解決の方向性について解説～ 

 

監査部門にて、内部統制に関する業務に携わるご担当者 

１．内部統制報告制度の現実 

（１）自社の制度対応業務について「なぜ、そうなっているのか」説明できますか？ 

（２）内部統制報告制度の基準と社内規程 

（３）なぜ、こうなってしまったのか？ 〜 制度導入時の背景 

２．評価範囲の検討に関する課題 

（１）評価範囲の検討の前提 

（２）全社的な内部統制の評価範囲における課題 

（３）業務プロセスに係る内部統制の評価範囲における課題 

①重要な事業拠点  

②事業目的に大きく関わる勘定科目  

③個別に追加する勘定科目  

④IT 全般統制 

（４）最適化に向けた取り組み 〜 方向性（案）  

３．文書化（ＲＣＭ）の見直し 

（１）リスクについて（財務報告リスクと業務リスク/財務報告リスクの詳細） 

（２）コントロールについて 

（３）RCM の作成単位 

（４）最適化に向けた取り組み 〜 方向性（案） 

４．整備評価・運用評価に関する課題 

（１）サンプリングとは何か 

（２）整備状況評価でのサンプリングにおける課題 

（３）運用状況評価でのサンプリングにおける課題 

（４）その書類、なぜ作成しているのですか？ 

（５）最適化に向けた取り組み 〜 方向性（案） 

５．まとめと質疑応答             ※最少催行人数に満たない場合には、開催中止となる場合がございます。 

 


